
「マーケテイング手法を用いた  

がん検診受診率向上の系統的な取組について」  

2009年5月22日  
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ピンクリボンの認知  

■乳がん検診受診率  
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ピンクリボンの訟知（goo乳がんに関する2万人女性の意紘調査）  
受診率（国民生活基礎調査）  
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出発点  

受診率向上に対してエビデンス（科学的根拠・実証）が認められている方法論  

米国CDC：TheCommunityGuide  
大腸がん   乳がん  子宮がん 

妥敦 鰯システム  ○  ○  

スモール・メディア  ○   ○  

1対1教育  （つ  

マネ二‥メデイ．ア（単独）  
ンセン‾ フ（ 虫）  

集団教育  

Source：CDC．（2008）TheCommunityGuide  

キャンペーンをマスメディア単独で行うだけでは効果なし   

では、何が足りないのか？  

理論的かつ系統的なアプローチはないのか？  

理論的枠組み  

がん検診受診率向上に向けた理論的枠組み  

（HealthBeIiefModeI）  

1  

・がんの重大性・羅患性  
・検診行動の利益  
に関する知識の伝達  
など  

意識の向上   

・検診キャパシティの確保  
・女医による触診の提供  
・休日検診など利便性向上  
・集団検診のイメージ向上  
など  

・「いつか受けよう」を「今  
受けよう」にするきっかけの  
創出   

4  
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理論的枠組み  

がん検診受診率向上に向けた理論的枠組み  

（行動変容－StageOfchangemodel）  

意識の向上  

関
心
期
 
 

準
備
期
 
 

⊂⇒   

検診場所を探  
したり、具体  

的な準備を始  
めた状態  

知識を得ることで  

自分事として捉え  
始めた状態  

がん・がん検診に  

関する知識が無く、  
無関心な状態  

準備期の人の背中を押してあげる  

きっかけ作りが重要  

受診率向上に対する取組み  

がん検診受診率向上に向けた取り組み  

・広報誌  

・健康推進委員  

・健康教室  

など  

・検診キャパシティ確保  

・予約方法の簡素化  

・女医の手配  

など  

・ピンクリ  
など  

・職域での検  

など  

別受診勧奨  ・大型  く－で  

→ 企業の取り組みと  

自治体の取り組みが連携する必要   
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超・情報過多の時代における情幸酎云達の方法  
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「大事な情報であれば、みんな見てくれるだろう」という時代の終蔦  
⇒ 自分に本当に必要な情報しか見てくれない時代  

マーケテイングのフレームワ鵬ウ  
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WHOが変わるとWHATが変わる  

国際骨粗髭症財団のキャンペーン   

骨粗髭症予防のためには、健康な年代のうちからの予防行動  
が最重要  

t申rnaliロnal  

沌明和「ロヨi5  

冊∩加汗iqn  

－            L       ■   ■＿ ゝ■                     ▲   骨粗髭症を予防すべき年齢層（40代以降）の男女 全員  

「骨粗悪症は予防することが可能です。早期に検査を受けましょう。」  

、〇  
50代の女性で”BljssfuLlyLgnorant（現在は健康体と信じきっている人）”  

に分類される人  

WHA‾l【  

二三二〕  

インサイト：対象者にとって最大の恐怖は、「自立」を失うことで家族の負担となること  

「たとえ歩けなくなっても家族は一生面倒を見てくれるでしょう。でも家族  
にはできる限り負担をかけたくない、そんなあなたに、予防する手立て  
はあるのです。まずは検査を受けましょう」  

帆′HAT  

ターゲッティングに基づいたキャンペーンメッセージ開発  

セグメンテーション  

調査  

⇒ キャンペーンの   

ターゲットを   

戦略的に選択  

インサイト  

調査  

⇒ キャンペーン  

メッセージの素  

を発掘  

クリエイティブ  オンエア前  

開発  調査   

⇒ 効果的と ⇒ メッセージが   

思われる   効果的である  

メッセージの開発 ことの塵痘  

オフエア  

テスト   

インサイト  ターゲッティング  

探索  

＊インサイトとは：  

普段はあまり考えることもないが、そう言  
われてみると、「あー、なるほど。確かに、  
そうとしか思えない」と思ってしまう、過去  
の経験に基づく生活の中心的価値観。  
がん検診に対する意識や態度、といった  
限定的なものでは必ずしもない。  
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がんの死亡率低下に向けて  

受診率を上げるだけでは、がん死亡率は低下しない！  
正しい検診を正しく行い（精度管理）、その上で受診率を上げることが重要！！  

F ＜ジャンプ＞  
●‥一－‾‾、  

仁義彦壷  

し   向上  

がん死亡率   

低下   

い
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精度管理  
＿＿．．＿＿＿＿＿－I＿＿．． J  ＜ホップ＞  

有効性のある  
がん検診  
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